















































































































































































































































































































































































































　David Harvey, The New Imperialism, 2003［デヴィド・ハーヴェイ（本橋哲
也訳）『ニュー・インペリアリズム』2005年，青木書店］も，ほぼ私と同一の捉
之方をしている。同翻訳書, 55-66ページ参照。
4）修正帝国主義では儲からない理由は，藤岡惇『グローバリゼーションと戦争』
　2004年，青木書店，第３章，およびポール・ポースト（山形浩生訳）『戦争の経
　済学』2007年，バジリコ株式会社を参照。
5）ネオコンの政治的立場の解説は，ローレンス・カプランほか（岡本豊訳）『ネ
オコンの真実 イラク戦争から世界制覇まで』2003年，ポプラ社を参照。
6）詳細は，江畑謙介『情報と戦争』2006年，ＮＴＴ出版, 23-56ページ。『日本経
　済新聞』2007年１月20日付け。
7）梅林宏道「グローバル・ストライク」『核兵器・核実験モニター』249 ・250号，
　06年１月。
8）藤岡　惇「ＭＤと宇宙軍拡」『世界』岩波書店, 2007年４月号, 176ページ。
9）『朝日新聞』2008年１月10日夕刊。
10）坂口　明「ブッシュ米政権の北東アジア政策の新展開」『前衛』2007年１月号，
　　58ページ。
11）『朝日新聞』2007年２月６日付け記事。
12）水野和夫氏へのインタビュー記事『朝日新聞』2008年２月４日付け。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
「ブッシュの８年」をどうみるか（藤岡） 39
13）ブリュノジュタン（和仁道郎，金子文夫訳）『トービン税入門』2006年，社
　　会評論社，を参照。
14）詳細は，大塚秀之『格差国家アメリカ』2007年，大月書店を参照。
15）『アメリカ経済白書』エコノミスト増刊, 2007年５月21日号, 214ページ。
16）岡野進『エコノミスト』07年５月21日号を参照。
17）『日本経済新聞』07年３月15日付け。
18）『朝日新聞』2007年３月28日付け。『日本経済新聞』2007年11月23日付け記事な
　　どを参照。
19）岡部直明「いまなぜ『欧州の時代』か」『日本経済新聞』2007年６月25日。
20）『赤旗』2003年10月８日付け。
21）三浦一夫・堀中浩「対談・世界のなかのアジアの変化」『経済』2008年２月号
　　を参照。
22）藤岡　惇『サンペルト米国南部』1993年，
23）藤岡　惇「ムンバイで元気をもらった
（39）
青木書店, 218-226ページ。
第４回世界社会フォーラムに参加し
て」『経済』2004年４月号参照。藤岡　惇「帝国にどう抵抗し，市民的公共圏を
拡大するか」『社会文化研究』第７号，2004年, 58-65ページ。
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